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  新⼈育成教員に期待すること 

 学級経営研修制度について 

学級経営研修⽣     
（⼩学校の学級担任・特別⽀援学級を    

担当する新規採⽤教員） 

 学級経営研修の内容  

〇⼩学校の学級担任を担当する新規採⽤教員を 
 「学級経営研修⽣」として発令し、暫定再任 

⽤短時間勤務職員・定年前再任⽤短時間勤務 
職員を「新⼈育成教員」として配置します。 
      

○新⼈育成教員は、校内の学級経営研修⽣に対 
し、学級経営や教科指導等を⽀援します。 

 社会状況や⼦供を取り巻く環境の変化に伴い、学校教育に対する都⺠の期待も⼤きくなって
います。⼩学校で新規採⽤として学級担任等を務める教員は、⼦供たちのために⼒を尽くした
いという意欲とともに、学級経営や学習指導等への悩みや不安を抱えています。これらを軽減
し、⾃信をもって教育活動に取り組めるように育成することは、今後の東京都の教育の質的維
持・向上のために重要です。 
 東京都教育委員会では、新規採⽤教員である「学級経営研修⽣」が在籍する学校に経験豊富
な教員である「新⼈育成教員」を配置し、若⼿教員の⽀援や育成を図っています。新⼈育成教
員は、学級経営研修⽣が安⼼して教育活動に取り組めるよう「⽀えていく⽴場」として学級経
営・教科指導等の⽀援をします。同時に、「東京都公⽴学校の校⻑・副校⻑及び教員としての
資質の向上に関する指標」に基づき、⽇常的な校内実務研修を通して、学級経営研修⽣に「学
習指導⼒」、「⽣活指導⼒・進路指導⼒」等、教員としての資質・能⼒の育成を図ります。 
 そのためには、新⼈育成教員が学級経営研修⽣の思いや悩みに傾聴し、寄り添う⽀援が必要
です。新⼈育成教員には、学級経営研修⽣⼀⼈⼀⼈に応じた⽀援や育成を通じて、⼀年後に、
学級経営研修⽣が⾃信をもって教育活動に臨めるようにこれまでの経験を発揮していただくこ
とを期待しています。 

 学級経営研修⽣は、通常の若⼿教員研修１年⽬と学級経営研修を受講します。「校内実務研
修」、「校内特別研修」、「集合研修」のうち、特に、通常の教育活動の中で、学級経営研修
⽣⼀⼈⼀⼈の実態に応じて⾏う「校内実務研修」に重点をおきます。 

通常の教育活動の中で、教科指導、保護者対応等について、新人育成教員から

指導・助言を受けながら実践的な指導力を身に付けます。 

若手教員研修 

学級経営研修 校内実務研修（通常の教育活動） 

重 点 

よりよい授業づくり・学級経営をテーマとして、１年間を見通して計画的に行

う研修となります。本研修に必要な単位は指定しませんが、適切な時間を確保

し、複数いる研修生の授業等の改善につなげてください。 

校内特別研修（単位の指定はなし） 

集合研修（年度ごとに対象を変えて実施） 

東京都教育庁⼈事部職員課（令和 6 年 3 ⽉発⾏） 



 

2 

 

新⼈育成教員の職務について 

学級経営研修生の状況 新人育成教員の支援の例 

授業の進め方に不安がある 

教材研究の時間がない 教材作成・学級事務の補助 

配慮が必要な子供への個別の対応が難しい 児童への対応支援 

保護者対応が難しい 保護者への対応支援 

他の先生方に相談しづらい 学級経営等に関する相談 
�

�

�
�

�
新人育成教員一人に任せるのではなく、校内組織全体を通じて、全ての教員が学級経営研修生の校務分掌を支援す

る必要があります�
�
�
�
�

  学級経営研修⽣の育成 

 学級経営研修⽣への⽀援 

 その他、校務分掌等、校⻑が必要と認める職務 

 学級経営研修⽣全員が実践的な指導⼒を⾝に付けられるよう、学級経営研修⽣の状況や学級の実
態を踏まえて、以下のような⽀援をします。                         

 新⼈育成教員は、「東京都公⽴学校の
校⻑・副校⻑及び教員としての資質の向
上に関する指標」に基づき、学級経営研
修⽣に、「学習指導⼒」、「⽣活指導
⼒・進路指導⼒」、「外部との連携・折
衝⼒」、「学校運営⼒・組織貢献⼒」、
「特別な配慮や⽀援を必要とする⼦供へ
の対応」、「デジタルや情報・教育デー
タの利活⽤」、「教育課題に対する対
応」の教員が⾝に付けるべき⼒等を育成
します。 

（詳細は、下記の QR コードよりご参照
ください。）             

〇新⼈育成教員・学級経営研修⽣は校務分掌を担当します。          
〇新⼈育成教員は、法令で定められている初任者研修の指導教員の職務も⾏うことができます。 
〇新⼈育成教員は、若⼿教員育成研修の指導教員を担当したり、臨時的任⽤教員や時間講師の

⽀援をしたりすることもできます。 

 新⼈育成教員も校務分掌を⾏うため、全ての学級経営研修⽣の⽀援を⼀⼈で 
担うことはできません。 
 校内組織を通じ、全ての教員が学級経営研修⽣の⽀援・育成に携わる
ことが重要です。 

 

学級経営研修生とのティームティーチングによる指導 



 

3 

 

新⼈育成教員による校内研修について 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
  
 
 

 
 

 

 

研修のテーマ 研修内容例 

基本的な授業技術 ・適切な話し⽅、聞き⽅  ・授業規律の徹底 
・話すときの教師の⽴ち位置・指⽰、発問、板書の仕⽅、ノート指導等 

⽣活規律の徹底 ・児童全体への指⽰の出し⽅・話すときの教師の⽴ち位置 
・指⽰を聞かない児童への声かけの⽅法 

年度始めの保護者
会の進め⽅ 

・保護者会のねらいと内容 ・懇談の際の配慮事項 
・資料作成のポイント 

校内組織と分掌 ・学校の組織と運営    ・校務分掌 
・学級経営研修⽣が担当する分掌の概要 

校内実務研修  通常の教育活動で、教科指導、保護者対応等について、新⼈育成教員から
指導・助⾔を受けながら実践的な指導⼒を⾝に付けます。新⼈育成教員が、
授業や学級経営等の⽇常の教育活動や学級事務等を学級経営研修⽣と共に⾏
う中で、模範を⽰したり、指導・助⾔を⾏ったりするなど、学級経営研修⽣
の実態に応じて⾏うことが重要です。            

「授業準備」での学級経営研修⽣の実態に応じた⽀援例   

学級経営研修⽣ A 
(教員経験なし) 

 

授業準備に対する 
⾒通しがもてません。 

・週ごとの指導計画を基に、 
 教材や印刷物、提出物等を 
 ⼀緒に確認します。 
・始めは授業準備を⼀緒に⾏い、 
 徐々に、⼀⼈で準備できるよ 
 うにします。 

授業準備を⾏う時間
がありません。 

学級経営研修⽣ B   
(時間講師経験あり)  

学級経営研修⽣ C  
（他県での経験あり） 

ある程度、授業準備
はできます。 

・教材の印刷、提出物の確認は、 
 新⼈育成教員が⾏います。 
・学級事務の⼀部を新⼈育成教員 
 が受け持ちます。 

・授業観察を通じて教材が効果的 
 に活⽤できていたか、児童の 
 発達段階に合っていたか等、 
 授業づくりについて、助⾔しま 
 す。 

校内特別研修 

テーマと研修内容例 

 よりよい授業づくり・学級経営をテーマとして、１年間を⾒通して
計画的に⾏います。新⼈育成教員は、年度始めに、研修のテーマ、内
容及び⽅法等、校内特別研修の年間計画を作成して実施します。放課
後や担当する授業のない時間等、適切な時間を確保し、学級経営研修
⽣の授業等の改善につなげます。1 週間に 15 分程度の時間を作る、学
年会で⾏うなど、負担にならないように計画をしてください。 
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学級経営研修⽣との連携について 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 教える指導から⽀える育成へ  

 
  

 

 
 

 
 
 
 
               
      

                 
詳細は、学級経営研修ガイドブック(新⼈育成教員⽤)を参照してください。  

 

 コミュニケーション⼒ 

 新⼈育成教員と学級経営研修⽣との間で、週ごとの指導計画に基づいて授業予定等を確認し
たり、指導上の悩みを共有したりする等の連携が⼤切です。 

     授業予定等の確認 
 授業の進め⽅や児童の学習状況の把握、
授業規律の⽅針について、事前に相談や確
認をします。 

 学級経営研修⽣の出張等への配慮 
学級経営研修⽣の学級の状況や授業進度

等を踏まえ、授業を実施する学級を補教担
当とともに事前に確認します。 

 新⼈育成教員の休務⽇への対応 
 〇新⼈育成教員の休務⽇の⽀援計画を学級 
 経営研修⽣と確認します。       
〇新⼈育成教員は、休務⽇の翌⽇に学級経 
 営研修⽣から前⽇の報告を受けます。

  効率よく進めるための⼯夫 
○学年会等で授業予定等を確認します。  
○専科の時間に校内特別研修を⾏います。 
○事前に校務分掌等の仕事を分担します。 

 ⼈権感覚 

若い世代の考え 

 学校という職場は、職層に関係なく、様々な年代の⽅が勤務しています。過ごしてきた時代
背景も異なりますし、世代間による価値観の違いも存在します。⼤学を卒業したばかりの若い
世代の考えを理解することが、⼀⼈⼀⼈に寄り添った⽀援につながります。 

⾃分らしさを 
⼤切にしたいです︕ 

⾃分はどう⽣きるか、
よりよい⽣き⽅を考え
ています︕ 

オープンでフラットな 
⼈間関係を好みます︕ 

 教員は、⼦供との関わりにおいて、⼀⼈⼀⼈の⼈格を尊重し、⼦供を⼤
切にした教育活動になっているかを常に振り返る必要があります。新⼈育
成教員は、学級経営研修⽣が⾃らの⼈権感覚を磨き、互いを尊重し合う⼦
供たちを育成できる教員になるよう育成します。 

 ある調査によると新規⼤学卒業の新規採⽤教員は、社会⼈経験者に⽐べコ
ミュニケーション⼒が不⾜しているとの結果があります。新⼈育成教員は、
児童や保護者、教職員との望ましい接し⽅を教えたり、協⼒して学級経営を
⾏ったりすることを通して、学級経営研修⽣のコミュニケーション⼒を⾼め
ていきます。 
 学級の規律の乱れは、学習指導に影響を与え、⼦供や保護者が教員への不
信感を⾼める原因につながります。新⼈育成教員は、教師と⼦供との関係に
も⼀定の規律が必要であることを学級経営研修⽣に指導します。 

⽣活指導⼒ 

QR 

 

機会があれば転職
もありえます︕ 

 東京都教育委員会では、「教職員アウトリーチ型フォローアッププログラム」を実施し、新
規採⽤教員への⼼理的な⽀援を⾏っていますが、新⼈育成教員には、学級経営研修⽣のメンタ
ルヘルスに配慮しながら、1 年後に学級担任として⾃⽴できる育成が求められています。新⼈育
成教員は、１年間を通して、学級経営研修⽣の「⼈権感覚」、「意欲の喚起とコミュニケーシ
ョン⼒」、「⽣活指導⼒」を育成します。 


